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第Ⅰ部

わが国を取り巻く安全保障環境
平成２８年版
防衛白書

第Ⅱ部
わが国の安全保障・防衛政策と
日米同盟

第Ⅲ部
国民の生命・財産と領土・領海・
領空を守り抜くための取組

北朝鮮による核・弾道ミサイル開

発の更なる進展や中国による積

極的な海洋進出など、一層厳しさを

増すアジア太平洋地域におけ

る安全保障環境のほか、Ｉ

ＳＩＬなどの国際テロ組織

の活動の活発化・拡散、ロシ

アや中国による現状変更の動き

といった、グローバルな安全保障

環境上の課題などについて記述して

います。

平成28年度の防衛力整備や人的

基盤の整備、平和安全法制の

意義や概要、新ガイドライン、沖縄の

負担軽減などを含めた日米同盟の強化

などについて記述しています。

各種事態に対する実効的な抑止

及 び 対 処 、 各 国 と の 防 衛 協

力・交流などの安全保障協力の積極的

な推進、プロジェクト管理への取組や

防衛装備・技術協力などについて記述

しています。

平成28年版防衛白書が刊行されま

した。防衛白書は、わが国の防

衛政策への理解促進を図るために毎

年夏頃に刊行しており、前回の

刊行から概ね１年間に発生し

た事象や取りまとめた政策

などを中心に記述してい

ます。28年版白書は、

３部で構成されてお

り、各部の特徴をご紹介

いたします。

地域住民と米軍との交流がコラ

ムとして掲載されており、平

成28年１月に青森県三沢市で当局が実

施した日米交流事業「Misawaアイス

ホッキー」が紹介されています。

松島基地（宮城県東松島市）に

おけるＦ－２飛行教育再開が

コラムとして掲載されており、当局が

実施した格納庫などのかさ上げ工事が

紹介されています。

東北防衛局では、広く防衛政策

についての理解を得るために

実施する施策の一つとして、県知事や

市町村長などへ防衛白書の説明を行っ

ています。

９月７日には深澤局長が佐竹敬

久秋田県知事を訪れ防衛白書

の説明をしました。
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米
軍
三
沢
基
地
司
令
官
兼
第
35
戦
闘
航

空
団
司
令
官
の
指
揮
権
交
代
式
が
、
平
成

28
年
７
月
７
日
、
三
沢
基
地
格
納
庫
で
行

わ
れ
、
テ
ィ
モ
シ
ー
・
Ｊ
・
サ
ン
ド
ヴ
ァ

ル
大
佐
が
米
国
防
総
省
統
合
参
謀
本
部
運

用
部
次
長
補
佐
に
転
出
し
、
米
フ
ロ
リ
ダ

州
の
米
南
方
軍
Ｊ
53
戦
略
計
画
部
長
の

Ｒ
・
ス
コ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ー
ブ
大
佐
が
着
任

し
ま
し
た
。

サ
ン
ド
ヴ
ァ
ル
大
佐
の
離
任
挨
拶
で

は
、「
我
々
家
族
に
と
っ
て
、
三
沢
は
第

二
の
故
郷
。
基
地
内
外
で
大
勢
の
友
人
と

巡
り
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
。」
と
締
め
く
り
、
新
司
令
官

ジ
ョ
ー
ブ
大
佐
に
よ
る
着
任
挨
拶
で
は
、

「
前
任
者
が
培
っ
た
地
元
と
の
信
頼
関
係

を
大
切
に
す
る
姿
勢
を
引
き
継
い
で
行

く
。」
と
述
べ
ま
し
た
。  

指
揮
権
交
代
式
に
先
立
つ
、
６
月
14
日

に
は
、
サ
ン
ド
ヴ
ァ
ル
大
佐
の
司
令
官
と

し
て
の
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
齋
藤
雅
一

局
長
（
当
時
）
か
ら
サ
ン
ド
ヴ
ァ
ル
大
佐

へ
奉
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
贈
呈
は
司

令
官
室
に
て
行
わ
れ
、
偶
然
２
人
と
も
三

沢
市
と
縁
の
深
い
プ
ロ
ペ
ラ
機
ミ
ス
・

ビ
ー
ド
ル
号
の
模
様
の
あ
る
ネ
ク
タ
イ
を

締
め
贈
呈
式
に
臨
み
ま
し
た
。

そ
の
縁
と
は
、
昭
和
６
年
、
２
人
の
ア

メ
リ
カ
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
青
森
県
三
沢
村

（
当
時
）
に
あ
る
淋
代
海
岸
を
ミ
ス
・

ビ
ー
ド
ル
号
で
飛
び
立
ち
、
約
41
時
間
後

に
ア
メ
リ
カ
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ウ
ェ
ナ
ッ
チ

地
区
へ
胴
体
着
陸
し
、
世
界
初
の
太
平
洋

無
着
陸
横
断
飛
行
に
成
功
し
た
こ
と
に
由

来
す
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
の
生
活
を
世

話
し
、
横
断
飛
行
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
尽

力
し
た
三
沢
村
の
人
々
の
献
身
的
な
協
力

が
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
地
区
の
人
々
に
伝
わ
り
、

出
発
地
で
あ
る
三
沢
市
と
到
着
地
で
あ
る

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
・
東
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
は
偉

業
達
成
50
周
年
、
70
周
年
の
年
に
そ
れ
ぞ

れ
、
姉
妹
都
市
関
係
を
結
び
、
以
来
毎
年

使
節
団
を
派
遣
し
合
う
な
ど
活
発
な
交
流

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
の
ネ
ク
タ
イ
は
、

米軍第35戦闘航空団司令官指揮権交代式

～ジョーブ新司令官着任～

三
沢
を
第

二
の
故
郷

と
話
す
サ

ン
ド
ヴ
ァ

ル
大
佐
ら

し
い
装
い

で
し
た
。  

プロ野球独立リーグ福島ホープスvs米軍チーム

平成28年８月28日、福島ホープス西会津球場（福島県西会津町）で、プロ野球独立リーグの福

島ホープスと８月１日に発足した国内唯一の米軍野球チーム「ミリタリーベースボールＵＳＡ（横

須賀）」との練習試合が行われました。試合前には伊藤勝西会津町長が両チームに地元産米や地酒

などをプレゼントし、昼食には西会津産の食材を使った料理が振舞われました。

この試合は、東日本大震災後の米軍による被災地救援活動「トモダチ作戦」から５年後の福島

に来てもらうことで、野球と食を通じて福島の現状を理解し、風評被害の払拭につながってほし

いという願いのもと、実現した練習試合で、気になる結果は福島ホープスが14対５で勝ちました。

米軍ボランティア宮古市を訪問

平成28年７月23日、米海軍三沢航空基地隊60人と三沢国際クラブの合同チームは、東日本大震

災の被災地岩手県宮古市を訪問し、道の駅「シートピアなあど」でハンバーガーを振舞ったり、

ダンス、フェイスペイント、ゲームなどでアメリカの文化や伝統を紹介し、地元の市民らと交流

を深めました。

米陸軍車力通信所指揮官交代式

平成28年７月11日、米陸軍車力通信所（青森県つがる市）において、第94米陸軍防空ミサイル

防衛コマンド第10ミサイル防衛中隊指揮官の交代式が執り行われました。これにより、指揮官は

ジェームズ・コンプトン少佐から、ヴィラット・メットカーフ少佐へと代わりました。

当局からは、坪川弘企画部長及び尾山雄二三沢防衛事務所長が出席し、交代式後のレセプショ

ンでは、企画部長からコンプトン少佐へ、車力通信所指揮官としての功労に対し、東北防衛局長

からの感謝状を贈呈しました。

コンプトン少佐は、「つがる市という家族に招き入れて

いただいたことに感謝する。車力は第２の故郷のようだ」

と挨拶され、またメットカーフ少佐は、「コンプトン少佐

がこれまで地域社会と築いてきた関係を大切にしていく」

と述べられました。

日米の絆～米軍と地域との交流～

米軍三沢基地司令官に三沢市を紹介

基地行政に対する理解を深めてもらい、より緊密な協力のもとに相互の親善を図り、良好な関

係を維持することを目的として、三沢市は、平成28年８月５日、米軍三沢基地司令官として着任

したジョーブ大佐に対し、市行政を紹介しました。

国際交流教育センターで、日本の文化などを紹介する異

文化講座を視察し、その後、建設中の（仮称）国際交流スポー

ツセンターを視察し、工事状況の説明を受けました。

消防本部では、消防救助技術訓練デモンストレーション

を視察後、はしご車に乗り、約30ｍの高さを体験しました。 写真提供：三沢市
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東北防衛局では、地域の方々に防衛

省の主要政策などをご理解いただけ

るよう、自衛隊の各種行事の機会を

利用して、広報紙の配布、パネル展示

などの政策広報を行っています。

また、今年度からは新たな取組みと

して、防衛白書に関するクイズを開催

し、全問正解者にはオリジナルグッズ

をプレゼントするなど、防衛省の主要

政策などをよりご理解いただけるよう

努めております。

平成28年９月11日に航空自衛隊三

沢基地（青森県三沢市）で開催された

三沢基地航空祭では、約80,000人が

航空自衛隊をはじめ米軍による機動

飛行展示などを楽しみました。

政策広報実施中！

平成28年８月28日に航空自衛隊松

島基地（宮城県東松島市）で開催され

た松島基地復興感謝イベントでは、

約10,000人が航空ショーなどを楽し

みました。

当局では、政策広報のほか、松島基地

の震災対応工事事例のパネル展示

を行いました。

平成28年９月４日に海上自衛隊

八戸航空基地（青森県八戸市）で開

催された八戸航空基地祭では、約

4,000人が多彩なイベントや隊員と

の交流を楽しみました。

日
米
共
同
訓
練
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ラ
イ
ト
01

日
米
共
同
訓
練
「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ラ
イ

ト
01
」
が
平
成
28
年
８
月
29
日
か
ら
９
月

７
日
ま
で
の
10
日
間
、
王
城
寺
原
演
習
場

（
宮
城
県
大
和
町
、
色
麻
町
及
び
大
衡

村
）
で
実
施
さ
れ
、
９
月
８
日
の
米
側
の

撤
収
に
よ
り
、
無
事
に
全
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。
本
共
同
訓
練
に
は
、
日
本
側
か

ら
は
陸
上
自
衛
隊
第
６
師
団
第
22
普
通
科

連
隊
（
多
賀
城
駐
屯
地
）
等
の
隊
員
約

４
０
０
名
、
米
側
か
ら
は
第
３
海
兵
師
団

第
３
海
兵
連
隊
第
３
大
隊
（
米
国
ハ
ワ
イ

州
）
等
の
隊
員
約
２
７
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

王
城
寺
原
演
習
場
で
の
日
米
共
同
訓
練

は
、
昨
年
９
月
の
米
陸
軍
と
実
施
し
た
オ

リ
エ
ン
ト
・
シ
ー
ル
ド
に
引
き
続
き
、
今

回
で
11
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
訓
練
は
、
陸
上
自
衛
隊
及
び
米

海
兵
隊
の
部
隊
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
系

統
に
従
い
、
共
同
し
て
作
戦
を
実
施
す
る

場
合
に
お
け
る
連
携
要
領
を
実
行
動
に
よ

り
訓
練
し
、
相
互
運
用
性
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
戦
闘
射
撃
訓
練
、
ヘ

リ
ボ
ン
訓
練
、
市
街
地
戦
闘
訓
練
及
び
指

揮
機
関
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
米
側
は
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
と
し
て
一

般
家
庭
を
訪
問
し
た
り
、
仙
台
・
松
島
な

ど
で
史
跡
を
研
修
す
る
な
ど
、
日
本
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
も
行
い

ま
し
た
。

本
訓
練
の
期
間
中
、
８
月
29
日
及
び
９

月
１
日
の
両
日
に
は
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
と
し

て
、
報
道
関
係
者
を
対
象
に
訓
練
の
全
般

説
明
及
び
訓
練
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
宮
城
県
、
大
和
町
、
色
麻

町
及
び
大
衡
村
等
の
関
係
機
関
並
び
に
周

辺
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
得
て
実
施
す
る
た
め
、
本
訓
練
に
先

立
ち
、
東
北
防
衛
局
は
、
陸
上
自
衛
隊
東

北
方
面
総
監
部
に
同
行
し
関
係
自
治
体
等

に
訓
練
の
目
的
等
を
説
明
し
理
解
を
求

め
、
訓
練
期
間
中
は
、
不
測
の
事
態
に
対

処
す
る
た
め
同
演
習
場
内
に
現
地
連
絡
員

を
派
遣
し
、
米
軍
、
自
衛
隊
及
び
地
方
自

治
体
等
と
の
連
絡
調
整
や
情
報
収
集
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
２
日
に
は
、
深

澤
東
北
防
衛
局
長
に
よ
る
訓
練
視
察
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

東
北
防
衛
局
は
、
今
後
と
も
日
米
共
同

訓
練
の
実
施
に
際
し
て
は
地
元
と
の
連
携

を
密
に
し
、
万
全
の
態
勢
で
望
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真提供：第６師団
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トピックス

平成28年８月４日、航空自衛隊松島基地（宮城県
東松島市）において、東北地方整備局との現地研修
会を行いました。

これは、東北地方整備局営繕部と東北防衛局調達
部の相互理解と技術力向上を目的に松島基地の震災
復興工事の現地研修を通じて、それぞれの機関で建
設業務に携わる者の貴重な意見を交換できる機会と
して開催したものです。

研修では、当局から水密扉やコンセント高所化、
水密ゲート、外部建具の津波対策実施例や、基地内
高台化事業及び自治体実施の防潮堤事業との連携・
一体化、屋外変電設備及びエアコン室外機の高所
化、基地内高台化に伴うブルーインパルス格納庫の
曳家工法の実施例などを説明しました。

研修後、東北地方整備局からは、「震災復旧・復
興事業の貴重な実施例に触れることができて大変有
意義でした。今後とも情報共有し技術向上に役立て
たいと思います」とコメントをいただきました。

東北地方整備局との技術交流

格納庫の高台化曳家工法の説明の様子

高台化屋外変電設備

平成28年９月６日、むつ来
か

さまい館（青森県むつ
市）において、『第３１回防衛セミナー』を開催し、
約150名の方々にお越しいただきました。

本セミナーでは、はじめに防衛省防衛政策局運用
政策課長の小野真範氏が、『防衛省・自衛隊におけ
る災害対応』について講演し、次に、大湊地方総監
部防衛部長の渡邉浩１等海佐が『海上自衛隊の災害
派遣活動』について講演しました。

聴講された方々からは、「災害派遣の法的根拠に
ついて、概要を理解できた」、「ニュースでの情報し
か知り得なかったこと以外の部分が理解でき、国民
として安心感が増した」、「常に有事を想定し、即座
に行動できる自衛隊を頼もしく感じる」などの感想
が寄せられました。

今後も、東北防衛局では、防衛政策や自衛隊の活
動について、国民の皆様に広く御理解していただく
ことを目的として、「防衛セミナー」を東北各地で
実施する予定です。

防衛セミナー

講話する渡邉防衛部長

講話する小野運用政策課長

平成28年７月18日から30日までの間、青森県む
つ湾において、平成28年度むつ湾掃海訓練が行われ
ました。同訓練は、訓練機雷を使用しての艦艇によ
る機雷敷設や艦艇等による機雷掃海・掃討などを行
うもので、海上自衛隊及び米海軍による艦艇24隻、
航空機12機、人員約1,300名が参加しました。

この訓練に必要な海域（約82㎢）については、湾
内で漁業を営んでいる方々、自治体及び地域住民の
ご理解とご協力が必要不可欠であり、このため、東
北防衛局では、訓練に先立ち、関係漁業協同組合等
に対して合同説明会を開催し、訓練内容の説明など
を行った結果、ご理解をいただき、今回の訓練が実
施できることとなりました。

７月20日には、むつ湾掃海訓練の見学会を開催
し、多くの関係者の方々に参加していただき、海上
自衛隊の案内の下、艦艇に乗り込み、艦内・訓練状
況の見学などにより、訓練の必要性についてより一
層ご理解を深めていただく良い機会となりました。

平成２８年度むつ湾掃海訓練の実施

掃海母艦「ぶんご」での見学

掃海艇「えのしま」での説明

平成28年７月27日、（仮称）つがる市総合健診セ
ンターの着工に先立ち、安全祈願祭が執り行われま
した。

この安全祈願祭には、福島弘芳つがる市長、佐々
木慶和つがる市議会議長、坪川弘東北防衛局企画部
長や工事関係者ら約70人が出席して、工期期間中の
無事故、安全を祈願しました。

この総合健診センターは、つがる市民診療所の隣
接地に建設され、これまで合併前の旧町村各地区毎
に行われてきた成人の集団検診、乳幼児健診等の健
診を健診センターで集中的に行うことにより、市民
の利便性を向上させ、市民診療所と連携した市民の
健康づくりの拠点となることが期待されます。東北
防衛局では「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する
特別措置法第６条の再編関連特別事業（再編交付金
事業）」として健診センターの建設事業に対し補助
金の交付を行いました。

健診センターは、８月上旬より本格的に工事がス
タートし、来年３月下旬の竣工、平成29年４月の開
設が予定されています。

（仮称）つがる市総合検診センター安全祈願祭

坪川企画部長による玉串奉奠

福島市長の挨拶

各トピックスの詳細は、東北防衛局ホームページをご確認ください。9 8



平成28年６月27日、読売新聞東京本社論説副委員長の内田明憲氏を講師にお招きし、「マスコ
ミから見た防衛省・自衛隊」について御講演いただきました。

内田氏は、講演において、これからの「防衛省・
自衛隊に期待されるもの」として、「政策官庁として
の役割と拡大した自衛隊の任務をきちんとこなすこ
とが求められる」などと防衛省・自衛隊に対する思
いを熱く語っていただきました。

聴講した職員からは「今後、仕事に取り組むうえ
で非常に有益な話を聞くことができた」などの声が
寄せられるなど、職員の知見を広めるとともに資質
及び能力向上に寄与する大変有意義な講演会となり
ました。

部外講師による講演会を開催 ～マスコミから見た防衛省・自衛隊～

講話する内田氏
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東北防衛局では、防衛省・自衛隊の各種施策について、地方公共団体及び地域住民から幅広い理
解と協力を得ることを目的とした地方協力確保事務の一環として、防衛政策や自衛隊・米軍の活
動状況等について、短時間で分かりやすく伝えるラジオ番組、「日本の防衛Ｑ＆Ａ」などを放送
しております。過去には、防衛局で働く若手職員による業務内容の説明や、防衛大臣へのインタ
ビューなども放送しており、今後も、基本的な防衛政策からニュースを賑わせている防衛課題ま
で、様々な話題を幅広く放送する予定ですので、是非ともお聞きください。放送日は、東北防衛
局ホームページをご確認ください。

東北防衛局が送るラジオ番組

東北の主な自衛隊広報行事
自衛隊が今後予定している主な広報行事等は次のとおりです。ぜひ見に来てください！

開催日 イベント名 開催場所 問い合わせ先

10月１日（土） 福島駐屯地創立63周年記念行事
福島駐屯地
（福島県福島市）

福島駐屯地広報室
024-593-1212（204､205）

10月15日（土）
　～16日（日）

第９師団創立54周年及び
青森駐屯地創立65周年記念行事

青森市内及び青森駐屯地
（青森県青森市）

第９師団司令部広報室
017-781-0161（6054～6056）

10月16日（日） 平成28年度小名浜港護衛艦公開
いわき市小名浜港
（福島県いわき市）

自衛隊福島地方協力本部広報室
024-546-1919（271）

10月30日（日） 自衛隊創立記念行事
弘前市内
（青森県弘前市）

弘前駐屯地広報室
0172-87-2111（205～207）

12月８日（木） 第29回秋田自衛隊音楽まつり
秋田市文化会館
（秋田県秋田市）

秋田駐屯地広報室
018-845-0125（208､219）

※事前申し込み、入場整理券等が必要なイベントもありますので、お出かけ前にご確認ください。

毎年４月に開催される人間将棋
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人事異動

防衛補佐官　１等陸佐　大
お お つ か

塚　和
か ず や

也
８月１日付けで防衛補佐官を拝命した大塚です。

東北勤務は初めてですが、風光明媚で、美酒美食に溢れ、人は

実直で義理人情に厚く、歴史・文化・伝統の根付いたこの素晴ら

しい東北の地で勤務する機会を与えて頂きました事に心より感謝

申し上げますとともに、公私にわたり充実した思い出に残る良き

勤務としたいと考えております。

また防衛補佐官として、東北におけます防衛省・自衛隊の施策や活動に対し地域の皆様方のご

理解とご協力が得られますよう、また東北防衛局と東北管内の自衛隊各司令部・部隊及び地方協

力本部等との良き架け橋となれますよう、微力ながら専心職務にまい進する所存でございますの

で、どうかよろしくお願いいたします。

この度、東北防衛局長を拝命いたしました深澤でござ

います。東北地方における防衛行政全般を担う拠点とし

て東北防衛局の役割は大変重要なものと認識しており、

職務遂行に全力で取り組み、地域の発展へ貢献して参る

所存です。

我が国を取り巻く安全保障環境が厳しさを増している

こと、予見できない自然災害が頻発している現状におい

て、地域の皆様からの防衛省・自衛隊に対する期待は非

常に高まっており、信頼関係が構築されているものと感

じています。とはいえ、この関係は一朝一夕に築かれた

ものではなく、長い年月をかけて期待に応える活動を行っ

てきたことへの純粋な評価であろうと思います。防衛省・

自衛隊に対する地域の皆様方の深いご理解とご協力が今

後とも続いていきますようお手伝いしていきたいと考えております。

東北局管内には自衛隊と在日米軍の施設が所在し、その自衛隊や米軍に係る事案につい

ては、当局が地元への説明や連絡調整等を実施しています。これらの地元調整を円滑に行

うためには、平素から関係地方公共団体と良好な関係を構築する必要があります。東北地

方の皆様方には東北局の活動についてご理解とご協力をいただいているところではありま

すが、これに甘んじることなく、様々な媒体や機会を利用し、積極的に情報提供や説明を

行い、地方公共団体及び地域住民の方々から幅広い理解を得られるように努めてまいりま

す。

今後とも、東北防衛局に対する皆様方のご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

東北防衛局長

主な略歴　　　　　　　　　　　
　1988.4　防衛庁入庁　　　　　

　2010.9　経理装備局航空機課長
　2012.8　南関東防衛局企画部長
　2014.7　内閣官房内閣参事官　
　2016.7　現職　　　　　　　　

Masaki Fukasawa
深澤　雅貴


